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　皆さん、こんばんは。
会長をお受けしてから毎週挨拶を考え
る中で、なかなかお話しする機会がな
かった話があります。今となっては、もう
話せないかもしれない内容ですが、今日
はあえてそのお話をさせていただきま
す。
　皆さんもご存知の通り、ロータリーク
ラブは「I Serve（私は奉仕する）」という
モットーのもと、会員一人ひとりが自身

の職業を通じて社会に貢献することを目指しています。一方で、ラ
イオンズクラブは「We Serve（我々は奉仕する）」という理念を掲
げ、団体としての社会奉仕活動に重きを置いています。入会間も
ない方は、ぜひ一度その違いを調べてみてください。どちらも素
晴らしい理念ですが、私たちは「私がやる」という責任の精神を大
切にしています。

　さて、今日はその理念を踏まえ、皆さんに問いかけたいことが
あります。唐突ですが「ウルトラマンになりませんか？」
ウルトラマンは地球の平和を守るために戦い続けたヒーローで
す。どんな強敵が現れても、「誰かがやってくれる」とは決して考
えず、いつも「私がやる」という信念を持って立ち向かいます。しか
し、そんなウルトラマンにも最も苦しい戦いがありました。最強の
敵・ゼットンとの戦いです。ウルトラマンは全力で挑みましたが、
ゼットンの圧倒的な力に倒れてしまいます。
そのとき、胸のカラータイマーは赤く点滅し始め、やがて消えて
しまいました。地球の守護者が倒れ、希望が失われかけたその瞬
間、立ち上がったのは科学特捜隊の最後の一人でした。彼は「誰か
がやってくれるだろう」ではなく、「私がやらなければ」と決意しゼッ
トンに挑み、ついに打ち倒したのです。
　この場面は私たちに大切なことを教えてくれます。
本当に大事な瞬間には、最後の一人の「私がやる」という決意が未
来を変えるのです。
　そしてウルトラマンの物語はここで終わりません。彼は力を使
い果たし、地球に留まる力を失いました。そのとき彼が選んだの
は、自分の命を地球人に託すことでした。ウルトラマンは自らの命
を惜しむことなく、力を未来へと手渡したのです。これこそが、究
極の「I Serve」。私がやる。私が差し出す。私が未来を託す。
　では、私たちロータリアンはどうでしょうか？例会の席が空席が
目立っているときや、奉仕の手が足りないとき、クラブの「輝き」が
弱まり、まるでウルトラマンのカラータイマーが赤く点滅し、やが
て消えていくようなとき「誰かがやってくれるだろう」と思ってしま
えば、クラブのカラータイマーは静かに消えてしまうかもしれませ
ん。しかし、一人ひとりが「私がやる！」という想いを持てたなら、そ
れはまさに科学特捜隊の一人がゼットンを倒したように。ウルトラ
マンが自らの命を託したように。「I Serve」私がやる、というその
決意が、クラブのカラータイマーを再び輝かせ、地域を照らし、未
来へとバトンをつなぐ大きな力になるのです。
　では、皆さんに改めてお聞きします。「誰かがやるだろう」と待ち
ますか？それとも「私がやる！」と手を挙げますか？最後にもう一度
だけ問いかけさせてください。皆さんも、ウルトラマンになりませ
んか？しかし、先々週と先週に行われた記念事業及び35周年式典
を終え、私はこの話はもうお話しできないと思いました。なぜな
ら、ここには、たくさんのウルトラマンがいることに気づいてしまっ
たからです。
　改めて35周年記念事業並びに記念式典において、皆様のご尽
力に感謝申し上げるとともに、これからも「I Serve」の精神で共に
歩んでまいりましょう。どうぞよろしくお願いいたします。

ゲスト ルーム・トゥ・リード　徳松 愛様
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■ 出席報告（出席委員　末永 康洋君）

■ 外部卓話

■ 幹事報告（幹事　大嶋 秀紀君）

  徳松様、本日は卓話をよろしくお願いいたします。
吉田 弘幸君

　本日のスピーカーは、ルーム・トゥ・
リード 徳松 愛様でございます。

　本日の会員出席は101（84）名中58
名、出席率69.05％です。
　あと３名で出席率70％でございまし
た。本年度残り１ヶ月ございます、よろし
くお願いいたします。

  徳松様、本日は卓話よろしくお願い
いたします。 岡崎 達也君

  本日、ルーム・トゥ・リード徳松様、卓話楽しみにして
おります。 丹羽 健君

  元気です。 甲村 達也君　田川 茂昭君　杉本 達也君
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「 子どもの教育が世界を変える
ールーム・トゥ・リードの挑戦と可能性ー 」

ルーム・トゥ・リード　徳松 愛様
自己紹介：
教育がくれた再出発のチャンス
　皆様、こんばんは。ルーム・トゥ・
リード・ジャパン職員の徳松愛と申
します。本日は、国際教育支援団体
「ルーム・トゥ・リード」の活動につい
て、そしてその意義について、お話し
させていただきます。まず、なぜ私が
この団体と出会い、活動するに至っ
たのかをお話ししたいと思います。

　私は静岡県清水市の出身です。中学・高校とこの町で育ち
ましたが、高校を卒業した後の1年間、進学も就職もせず、い
わゆる「ニート」状態でした。自分に自信もなく、目標も見え
ず、閉塞感の中にいました。しかし、教育に理解のあった両親
の後押しでアメリカ留学を経験することができました。英語
もできず、何もわからない状態で渡米しましたが、そこでの
学びや出会いが、今の自分を形作ったと強く感じています。
教育は、人生の軌道を変える力があると、身をもって体験しま
した。

ルーム・トゥ・リードとは？

ルーム・トゥ・リードは、2000年にマイクロソフトの元幹部ジョ
ン・ウッドが創設した国際教育支援団体です。設立のきっかけは、
彼がネパールを訪れた際、子どもたちに本がまったく届いていな
い現実を目の当たりにしたことでした。
よく「ルーム・トゥ・リードってどういう意味？」と聞かれます。「Room
（場所）」「to Read（読むための）」̶ ̶つまり「子どもたちに本を
読む場所を提供する」という意味が込められています。25年を経
た今、ルーム・トゥ・リードは識字教育と女子教育の2本柱を軸に、
28か国で活動を展開し、5000万人以上の子どもたちに教育の機
会を届けてきました。現CEOは、インド系アメリカ人で統計学者で
もあるギータ・ムラリ。世界の「チェンジメーカー」として表彰され
るなど注目を集める女性リーダーです。実は日本の「ハリネズミカ
フェ」に行きたい！と話すようなチャーミングな一面もあります。

読み書きができない世界の現状
　世界では現在でも7億7,300万人が文字の読み書きができ
ません。これは世界人口の7人に1人にあたります。そしてその
3分の2が女性と少女です。この基本的な「読み書き」は、人間の
権利であり、生きていく力の土台です。私たちは、子どもたちが
読書できる空間や図書室をつくり、文化や地域性を尊重しなが
ら支援を行っています。
　例えばザンビアでは、床に座って
膝の上にクッションを置きながら読
書をする文化があります。そのよう
な背景を尊重し、無理のない形で
図書室を整備しています。
　現在、ルーム・トゥ・リードには約
1600名の職員がいますが、そのう
ち90%以上が現地出身者です。地
域をよく知る人が支援を担うことで、より深く、継続的なインパ
クトを生むことができます。また、政府とも協働し、教科書の選
定や政策策定にも関わっています。これは、支援が一過性のも
のに終わらず、教育制度そのものを強化するアプローチです。

女子教育への投資が生む大きなリターン
　教育は誰にとっても重要ですが、特に女子教育は大きな波
及効果を持ちます。ユネスコによると、すべての女性が中等教
育を修了すれば、子どもの死亡率が大幅に減少するとされて
います。また、1年間教育を受けるごとに、将来の収入が平均で
10～20%向上すると言われています。これは低所得国に限ら
ず、日本などの高所得国でも確認されている傾向です。ルーム・
トゥ・リードの女子教育プログラムは、中学入学から高校卒業ま

１. 本日、皆様に御案内をお入れしてお
りますのでご確認ください。
①ウィークリー（5/12、5/19例会分）
②6月スケジュール
③ 会員名簿（新会員：倉片勝利さん、坂
本英太さん、近藤浩太さん分）
④ロータリー手帳請求書（該当者のみ3名）
⑤読書サロン式次第（該当者のみ9名）
⑥ 青少年交換学生に関わる「ボラン
ティア誓約書」（該当者のみ8名）

２. 5/11（日）お仕事体験参加養護施設からのお礼状
・名広愛児園・　ゆうりん　・駒方寮



■ 第5回ゴルフ会　2025年5月22日(木)

RANK 氏　名 OUT IN GROSS HDCP NET
優勝 石田 真也 43 51 94 18.5 75.5
準優勝 松永 剛宏 42 45 87 11.1 75.9
３位 吉田 匡輝 47 47 94 17.3 76.7
５位 田川 茂昭 49 45 94 16.0 78.0
10 位 青木 充彦 46 43 89 8.6 80.4

14 位(ブービー賞) 近藤 博樹 68 52 120 28.4 91.6

コース名 : 愛知カンツリークラブ （敬称略）

で、最長7年間にわたって支援を行う長期プログラムです。
• ライフスキル教育（金銭管理や進路の自己決定、早期結婚
を避け学校にとどまる）
•女性メンターとの定期的な面談
•通学手段の提供（自転車など）
•保護者・地域社会の意識改革
こうした包括的な支援により、少女たちが安心して学び、将来
の夢を描ける環境を整えています。

ルンニーの物語：夢をかなえた少女
ラオス出身のルンニーは、4人兄妹の末っ子で、家庭環境も

厳しく、公用語のラオス語すら話せない少数民族の出身でし
た。しかし、彼女は非常に優秀な生徒で、中学入学と同時に私た
ちのプログラムに参加しました。

　16歳のとき、彼女は将来の夢を見
つけました。それは日本語教師になる
こと。日本のアニメの影響ではなく、野
口英世の伝記を読んだことがきっかけ
でした。ラオスには国立大学が1校し
かありませんが、彼女は奨学金を得て
入学し、日本語学科を首席で卒業。在
学中に母を亡くすという困難を乗り越

え、現在は山形県で日本企業の通訳として活躍しています。彼
女は言いました。「人は生まれる場所を選べません。でも教育
があれば、夢を自分で選べます。」

企業や団体との連携事例
　ここで会社の役員や経営者である皆様に、国際支援団体とビジ
ネスがどのように連携できるのか、事例をいくつかご紹介したいと
思います。
コーズ・マーケティングという言葉をご存知でしょうか？ 商品

やサービスの販売と社会貢献を結びつけるマーケティング手法
です。例えば、商品が1つ売れたら、その売上の一部を寄付すると
いった方法があります。ルーム・トゥ・リードでは、多くの企業や団体
と連携して支援の輪を広げています。

•メナード化粧品：売上の一部を継続寄付（15年以上）
•ノーリツ鋼機：利益の一部を毎年寄付
•ホテル・ウェディング業界：宿泊費・商品売上の一部寄付
•学校：生徒主導の募金活動、クラウドファンディング
•東京マラソン：チャリティランナーによる国際的な資金調達
• 誕生日パーティーを通した寄付、募金箱の設置、社内での古本回
収、上映会など、寄付の形は様々
CSR（社会貢献）活動やプロボノ、従業員の巻き込み施策としても
非常に効果的です。導入のご質問など、お気軽にお寄せください。

チャリティ・ガラとイベントのご案内
毎年1回、チャリティ・ガライベントを開催しています。シャ

ングリ・ラ東京などを会場に、企業・個人の方にご参加いただ
き、オークション等を通じて寄付を募る特別な夜です。今年は
150名のご参加を目指しています。

ご興味のある方は、ぜひご参加・ご協力ください。
日時：2025年5月15日（水）18:00～
会場：シャングリ・ラ東京
会費：5万円
参加希望：japan@roomtoread.orgまでお問合せ下さい。

少人数でも世界を動かせる
世界で1600名が働くルーム・トゥ・リードですが、日本オ
フィスはたった2名で運営しています。多くのボランティアや
企業のサポートを受けながら、限られた人員で最大限のイ
ンパクトを生む努力をしています。ルーム・トゥ・リード全体
で、いただいたご寄付の86%以上を直接、教育支援プログ
ラムに投資しています。1円でも多く子どもたちの教育に役
立てられるよう、常に効率的な運営を第一に掲げています。
寄付の具体的なインパクト
•150円：絵本1冊を子どもに届ける
•1,000円：ジェンダー教育の本を1冊届ける
•7,500円：子ども1人に1年間の識字教育
•37,500円：少女1人に1年間の教育支援
•150,000円：教師4人の継続的育成支援
ご寄付は、QRコードから簡単に行えます（クレジットカード・銀
行振込等対応）。
金額の多寡に関わらず、心より感謝申し上げます。

https://congrant.com/project/roomtoreadjapan/17545

最後に
　教育は、人生を変える力を持っています。それは私自身が身
をもって経験してきたことです。だからこそ、今度は自分がそ
の機会を届ける側でありたいと願い、この活動を続けていま
す。本日は最後までお聞きいただき、本当にありがとうござい
ました。
認定NPO法人ルーム・トゥ・リード・ジャパン
ウェブサイト : https://japan.roomtoread.org/
メール : japan@roomtoread.org


